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平成26年10月20日

【阿尾地区】

　　　平成25年度まちづくりふれあいトークで
　　　出された質問や要望の対応状況について

氷　　見　　市
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区分 № 項目 意見の内容 回答
対応可能性
と対応時期

（H26.9月見直し）

対応策または
不可能な理由等

２６年度担当部署

会場 1075 公共施
設跡地

市役所跡地の利活用について。 専門家を交えて、全体で２年かけて、じっくりと丁寧に議論し、市民
の英知を結集して、市民のために良い使われ方ができるように決
めて行きたいと考えています。

■可能
□□対応済
□□年度内
□■次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

商工・定住・都
市のデザイン課
都市計画・まち
のグランドデザイ
ン担当
74-8078

会場 1076 防災 海峰小学校の近くの急傾斜地の擁壁
工事（県土木）に関連し、避難のための
階段など設置できないか。

市が想定している呉羽山断層・糸魚川断層が連動した場合、阿尾
地区の収容避難場所である海峰小学校は、どの津波においても
浸水域外であり、安全な避難場所と考えています。擁壁への階段
新設は、急傾斜地の崩壊の危険もあることで土砂災害特別警戒区
域に指定されています。小学校屋上の方がより安全と考えます。

□可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
■不可能

市民参加と協
働・防災のデザ
イン課
地域防災担当
74-8021

会場 1077 防災 １年を通じて防災行政無線放送が聞き
取りにくい。また、防災情報を再度聞け
るようにできないか。

防災行政無線を使用する時は気象条件が悪いときが多いです。
無線は、情報伝達の一つの手段であります。その他、ケーブルテ
レビ、メール配信などにより情報を発信していきます。皆様も情報
取得にあたってください。また、地域協働課に電話してください。防
災情報の再度取得については、予算確保が必要なため検討して
いきます。消防の火災情報の回線は３０回線。街中に火災が発生
すると１０００回線が必要です。回線を増やすことも予算が必要のた
め同様です。

■可能
□■対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

防災行政無線のテレホンサービス
を９月１日より運用開始しました。
0180-99-7777

市民参加と協
働・防災のデザ
イン課
地域防災担当
74-8021

会場 1078 福祉 特別養護老人ホームへの待機者が１０
０名ほどいるが、どの様に対応している
のか。高齢者の取り組み方について。

市内で特養への入所希望待機者２０５名のうち、１１４名が老健等
に入所しながら待機、９１名が自宅で介護を受けながら待機してい
ます。現在、氷見市の介護は第５期事業計画で動いていますが、
それはソフト面を充実したものです。第６期では、待機者が増えた
ため、施設整備に取り組み、７５名分の待機の解消を図ります。そ
の時は、皆様の要望を反映するためアンケートを実施します。

■可能
□□対応済
□□年度内
□■次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

皆様の要望を反映するためアン
ケートを実施し、その結果をふまえ
て、第六期介護保険事業計画の
策定の中で、給付と負担のバラン
スを考慮しながら、施設サービスと
在宅サービスのバランスの取れた
整備を進めていきたいと考えており
ます。

福祉介護課
介護保険担当
74-8066
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区分 № 項目 意見の内容 回答
対応可能性
と対応時期

（H26.9月見直し）

対応策または
不可能な理由等

２６年度担当部署

会場 1079 道路 市道指崎稲積線の稲積側工事が遅れ
ている。工事の進捗状況は。

稲積側の工事については、現在、阿尾・八代地区から氷見北イン
ターのアクセス道路を平成１８年度から市道稲積一刎線として道路
改良事業を実施しております。進捗状況は、用地や補償について
は、ほぼ完了しました。今年度から稲積側の工事に着手してところ
です。今年度は、稲積簡易郵便局前の県道鹿西氷見線から余川
川付近までの延長３４０ｍの改良工事を発注したところであり、来年
度以降は、新たに橋梁の新設、指崎側への道路整備と平成２８年
度末までの完成を目途に順次工事を進めたいと考えています。

□可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
■参考意見
□不可能

建設課
市道整備担当
74-8074

会場 1080 道路 阿尾と間島の境の水路の補修工事に
ついて、Ｈ２５年１月に要望書を出して
いるがどうなっているか。

氷見市土地改良区が事業主体として改修工事を行うこととなって
います。氷見市は事業費の１５％負担予定。しかし、未だ着工され
ていません。思った以上に事業費が高くなります。ここは、もともと
農業用排水として整備され、その後、生活排水も流すようになりま
した。整備の補助メニューもあり、土地改良区が実施することとなり
ました。経緯を整理し、再度、土地改良区と協議します。

■可能
□□対応済
□■年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

氷見市土地改良区と協議し、新た
に平成２６年度事業として市が予
算化しております。現在、準備中で
す。

建設課
治水・治山担当
30-7071

会場 1081 鳥獣対
策

阿尾地区でもイノシシ被害が懸念され
る。市として抜本的対策を考えていた
だきたい。

今年度から専門的に対策を執るため「いのしし等対策課」を設置し
ました。主な対策として「イノシシの侵入防止対策」「捕獲の強化」
「集落ぐるみによる対策」などが考えられます。なお、今年度の主な
事業としては、市単独による侵入防止柵の設置補助金の創設、捕
獲檻の大幅な増設、鳥獣に特化したパトロール員の配置などを
行っております。

■可能
□□対応済
□■年度内
□■次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

今年度から専門的な対策をとるた
め「いのしし等対策課」を設けまし
た。今年度は電気柵を５km伸ばし
て総延長27ｋｍに、捕獲檻は51基
増やし総数92基に増設しました。
それらの効果によりイノシシの捕獲
数は、昨年同時期に比べ３倍以上
の約225頭（9/28現在）となってい
ます。

いのしし等対策
課
30－7088

会場 1082 文化 阿尾城址内の公園について樹木の剪
定はできないのか？宮の横に市が植え
た木が育っているので剪定をお願いし
たい。

阿尾城址は歴史的価値が高く、富山県の史跡に指定されていま
す。地区の住民の皆さんでつくる「阿尾城址に集う会」が中心にな
り、清掃や草刈り、花の手入れなど、史跡公園として親しまれるよう
取り組んでいただいており、この場を借りてお礼申し上げます。ご
質問の樹木の剪定については、本年度は計画しておりませんが眺
望や景観の面を考慮し、今後、地元と協議させていただきながら
検討していきたいと思います。

■可能
□■対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

市有地内の樹木について、地元と
協議の上で剪定を実施しました。

生涯学習・ス
ポーツ課
生涯学習・文化
担当
74-8215
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区分 № 項目 意見の内容 回答
対応可能性
と対応時期

（H26.9月見直し）

対応策または
不可能な理由等

２６年度担当部署

現地 2018 道路 阿尾の排水路 排水路の擁壁に亀裂が入っており、そこから雨水が入れば中の土
砂が流され崩壊の恐れがあり、修繕を行う必要があります。

■可能
□□対応済
□□年度内
□■次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

氷見市土地改良区と協議し、新た
に平成２６年度事業として市が予
算化しております。現在、準備中で
す。

建設課
農林業基盤整
備担当
30-7011

現地 2019 文化 阿尾城址 景勝地であり、今後の維持管理に関しては地区ならびに民宿組合
の方々と協議をして維持管理に努めてまいります。

■可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□■未定
□参考意見
□不可能

景勝地である以前に県指定史跡
であり、また、国定公園、急傾斜崩
壊危険区域内であることから、これ
からも、それぞれの関係機関と連
携し、維持管理に努めてまいりま
す。

生涯学習・ス
ポーツ課
生涯学習・文化
担当
74-8215

現地 2020 防災  阿尾　急傾斜地の擁壁 急傾斜地であり地震の際には崩壊の恐れがある場所であるが、海
峰小学校から60ｍ離れたところに上がり口の階段がある。上部は
畑等があって意外と狭いため地域担当職員は地区の方と避難路と
しての検討を行っていただきたいです。

□可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
■不可能

土砂災害が発生した場合、住民の
生命に危害が生じるおそれがある
ため、特別警戒区域に指定されて
いますので、別の場所への避難を
検討いただきたいと思います。

市民参加と協
働・防災のデザ
イン課
地域防災担当
74-8021

前後 4010 企業誘
致

１ 阿尾地区で５０件程の高齢者１人暮
らしの方が住んでおられますが、（約戸
数の１割）２人暮らしだが時々軽い認知
症がある人等、何とかして大きな企業の
会社の誘致をして氷見市に若者を残し
てほしい。

新たな企業誘致や既存企業の発展に協力していきたいと思って
おります。

■可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□■未定
□参考意見
□不可能

商工・定住・都
市のデザイン課
商工立地・交通
対策担当
74-8105

前後 4011 道路 ２ 市として200～300万程の観光客を
県外から来ていただくためにも国道・県
道はもちろんの事、市道の特にセン
ターの中の公園の草が目立ちます。市
道ももっと草の無い町にしてほしい。
（番屋付近のように）氷見海岸清掃のよ
うに１年に２～３回地域の清掃日をきめ
ても良いのでは。

地域の協力も得ながら、市道の適切な維持管理に努めてまいりた
いと考えております。

□可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
■参考意見
□不可能

建設課
道の管理担当
30-7070


